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平
成
30
年
古
殿
町
成
人
式

は
、
１
月
７
日
㈰
、
町
公
民
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
成
人

た
ち
が
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
平
成

９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
70
人
で
、
こ
の
う
ち
、
式
に

は
56
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

岡
部
町
長
か
ら
「
社
会
の
一

員
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
自
ら
の
具
体
的
な
目
標
を

掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

式
辞
の
後
、
新
成
人
の
名
前
が

一
人
ず
つ
読
み
上
げ
ら
れ
、
代

表
し
て
緑
川
柊
さ
ん
（
下
山

上
）
と
芳
賀
真
理
奈
さ
ん
（
下

松
川
）
に
成
人
証
書
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
佐
藤
議

長
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
受

け
、
太
田
麗
さ
ん
（
竹
貫
）
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
根
本
佳
奈
子
さ
ん
（
下

山
上
）
よ
り
、
成
人
者
か
ら
の

記
念
品
と
し
て
、
奨
学
資
金
の

目
録
が
岡
部
町
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
記
念
行
事
と
し

て
、
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ

る
出
し
物
「
新
成
人
の
誓
い
」

が
行
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
大
人
へ
の
決
意
を

誓
い
ま
し
た
。

　

晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
恩

師
や
友
人
た
ち
と
写
真
を
撮
っ

た
り
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し

な
が
ら
、
笑
顔
で
再
会
を
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。

平成30年古殿町成人式
新成人おめでとう！

新成人の誓い
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　本日は、私たちが成人を迎える記念の日に盛大で素
晴らしい式典を開いていただき誠にありがとうござ
います。そして、町長様、町議会議長様並びにご来賓
の方々からのお祝いの言葉、励ましのお言葉をいただ
き、新成人者を代表して厚く御礼申し上げます。
　今日、我々成人一同は成人式という人生の中でも一
つの大きな節目を迎えることができました。これも、
今日まで温かく見守ってきてくれた家族をはじめ、ご
指導をしていただいた恩師や地域の方々の支えがあっ
たからこそ、今日という日を迎えることができたのだ
と思います。これからは、今まで受けてきた恩に報い
るよう模範となるような社会人を目指していきたいと
思います。
　さて、現在私たちの生きる日本では様々な問題を抱
えております。少子高齢化問題、環境問題、企業によ
る不正など数えたらキリがありません。このような問
題と向き合い、対策、改善をしていく一端を担ってい
くのは私たち新成人です。そのためには一人ひとりが
考え自ら行動をしていくことが大切だと思います。ま
た、一人でできることには限度があります。その時
は、周りにいる方々を頼るのも一つの手です。皆が手
を取り合い笑顔で過ごせるような未来を作っていきま
しょう。
　私は現在、生まれ育った古殿町に残り、就職をして
社会人になりました。社会人になり実感したのが礼儀
の大切さです。上司や先輩から何かをしていただいた
り、教えていただいたりしたら必ずお礼を言うことは
当たり前ですが、私は社会にでて改めて大切だなと実
感いたしました。礼儀はいくつになっても大切なこと
なので日々こなしていき、当たり前のことを当たり
前のようにこなせる社会人になっていきたいと思いま
す。私たちは成人としての第一歩を踏み出したばかり
で、まだ分からないことのほうが多いですが、諸先輩
方のご期待に添えるような成人になれるように努力い
たしますので、これからもご指導、ご鞭撻のほどよろ
しくお願いいたします。
　本日、生まれ育った故郷でまちにまったこの晴れ舞
台である成人式へ出席できたことへの今一度喜びと感
謝を感じ、これからのより一層の精進と、成人者とし
ての自覚と誇りを胸に、堂々と生きていくことをここ
に誓い、成人代表としての挨拶に代えさせていただき
ます。
　本日はありがとうございました。

　　平成30年１月７日

� 新成人代表　太田　　麗　

平成30年 古殿町成人者
下山上区：６人　　上山上区：９人

論 田 区：４人　　大久田区：７人

下松川区：10人　　上松川区：６人

竹 貫 区：14人　　田 口 区：７人

鎌 田 区：５人　　仙 石 区：２人

男：31人　女：39人
計：70人

新成人代表の緑川柊さん

誓いの言葉

新成人代表の芳賀真理奈さん

記念品の目録を読み上げる根本佳奈子さん
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１号銀杯
元分団長 水野　　守

元 団 員 水野　則夫

２号銀杯

元分団長 有賀　修一

元分団長 鈴木　伸幸

元 部 長 水野　正紀

元 部 長 荒川　智司

元 部 長 水野　清一

元 部 長 加藤　恒夫

元 部 長 瀬谷　真之

元 班 長 薄井　敏行

元 団 員 生田目祐一

消防庁長官表彰（平成28年度退職消防団員）

� （敬称略）

　１月７日㈰、古殿町消防団出初式が町役場
庁舎前駐車場において行われ、消防団員210人
が参加し、今年一年の無火災への誓いを新た
にしました。
　通常点検、岡部光徳統監（町長）による講
評訓示の後、平成28年度退職消防団員に対し、
消防庁長官表彰の伝達が行われ、水野団長が
訓示を述べました。
　引き続き、団員らは役場前から郵便局まで
ラッパ隊の演奏で分列行進を実施し、鮫川沿
いでポンプ車及び小型動力ポンプによる一斉
放水を披露しました。

通常点検を行う岡部統監

▼�消防庁長官表彰を受賞した水野守さん（大久田・写真上）
鈴木伸幸さん（下山上・写真下）

平成29年度　全国統一防火標語
「火の用心　ことばを形に　習慣に」

消 防 団 出 初 式
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やぶさめくんにたくさんの年賀状をありがとう！

　町内外より100通以上の年賀状がやぶさめ
くんに届きました。届いた年賀状には、一枚
一枚やぶさめくんが返事を書きました。今年
もやぶさめくんの活躍にご期待ください。

ふるどのまちのみなさんへ

しんねんあけましておめでとうございます。

ことしもいろいろなかたちでふるどのまち

をＰＲしていきます。

イベントでみかけたらあたたかいせいえん

をおくってください。

2018ねんがみなさんにとってワンだふるな

としになりますように。

※�やぶさめくんの活躍は古殿町ホームページの「やぶさめくんのへや」のほか、FacebookやLINEでも
見ることができます。是非ご覧ください。

古殿町ホームページ
「やぶさめくんのへや」

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
「古殿町」

ＬＩＮＥ友達登録
「古殿町」

　昨年募集しておりました古殿町民体育館（松川字横川地内）の
愛称が決定しました。
　164名の町民の皆さんから応募があり、古殿町民体育館愛称選
考審査会で厳正な審査を行いました。

　今後は、平成30年４月の使用開始に向けて、町内外の方々に広くＰＲを行ってまいります。なお、
愛称採用者の皆さんには体育館落成式にあわせて表彰を行います。
○選考理由
�　町の伝統行事で800年の歴史をもつ流鏑馬（やぶさめ）は町のシンボルとして町民の間に定着して
いること。「やぶさめ」のひらがな標記はだれにでも覚えやすく、親しみやすい名前であり、町外にも
流鏑馬のＰＲになること。また「アリーナ」の名称は、一般的に体育施設であるということをイメー
ジできるということなどが評価されました。
�　なお、同名の応募の方がおりましたので、最優秀賞１点は抽選により決定しました。また、同名応
募の方には優秀賞をおくります。
○最優秀賞　佐々木優さん（鎌田）
○優 秀 賞　�白川充一さん（竹貫）、岡部照子さん（上山上）、矢吹美佳さん（上松川）、加藤帆乃華さん（上山上）

髙橋柚木乃さん（田口）、大竹美穂さん（下山上）、岡部美咲さん（上山上）、田名辺実優さん（竹貫）
三森空寿佳さん（下山上）、鈴木瑛人さん（下山上）

　審査会で候補上位となりました愛称を寄せられた方に特別賞をおくります。
○特 別 賞　やぶさめの里アリーナ　�遠藤佑美さん（下山上）、遠藤瞭仁さん（下山上）、矢内里菜さん（上松川）
　　　　　　ふるどのアリーナ　水野和真さん（下松川）、藁谷恵嗣さん（論田）
　　　　　　アリーナやぶさめ　水野岩雄さん（上松川）、加藤光桜さん（上山上）
　　　　　　Ｆ Ｄ Ｉ ア リ ー ナ　菅生萌寧さん（竹貫）

新体育館の愛称が

�「やぶさめアリーナ」に決定しました！
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▼

左から
　矢吹教育長、生田目選手のお母さん
　菅井奏良さん、岡部町長

　12月18日㈪、第10回Ｕ18合同チーム東西対抗戦（高校
ラグビー）及びウインターカップ2017（第70回全国高等
学校バスケットボール選手権大会）出場選手激励会が町
役場町長室において行われ、岡部町長より激励金が交付
されました。
　それぞれ大会は、ラグビーフットボール競技が１月６
日㈯～８日㈪に大阪府東大阪市（花園ラグビー場）で行
われ、バスケットボール競技が12月23日㈯～ 28日㈭東京
都渋谷区（東京体育館）で行われました。

第10回U18合同チーム東西対抗戦（高校ラグビー）
及びウインターカップ2017（第70回全国高等学校
バスケットボール選手権大会）の出場選手に激励金を交付

　田山キミさん（竹貫）の百歳賀寿贈呈式は
12月28日㈭、母畑温泉ホテル下の湯で行われ
ました。
　岡部町長、古殿町老人クラブ連合会の菅生
会長、福島県県中保健福祉事務所の川内副所
長より、賀寿、祝い金、記念品の贈呈が行わ
れ、御家族からも花束が贈られました。

田山キミさん（竹貫）百歳高齢者賀寿贈呈式

〇ラグビーフットボール競技
　菅井　奏良さん
　（竹貫・福島県立安積高等学校３年）
〇バスケットボール競技
　生田目汐織さん
　（下松川・福島県立郡山商業高等学校２年）

　町の固定資産評価審査委員に水野由臣さん（大久田）が任命され
ました。任期は、平成30年１月１日から平成32年12月31日までの３
年間です。
　町の固定資産評価審査委員は３人で、納税義務者から固定資産の
評価に関して不服などの申し出があった場合に審査します。
　なお、水野さんは再任となります。

固定資産評価審査委員に水野由臣さん（大久田）

水野由臣さん
（大久田）
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サンタさんがやってきた！
こども園クリスマス会

プレゼントに大喜び！

　12月20日㈬、こども園にてクリスマス会が開催されました。
会では、クリスマスソングの合唱や、先生によるハンドベル
の演奏などが行われました。
　また、今年もサンタクロースが登場し、園児一人ひとりに
プレゼントを手渡すと、園児たちは大喜びで「ありがとう」
とプレゼントを受け取っていました。

　

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
良

き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

い
わ
き
古
殿
会
創
立
は
平
成
九
年

十
二
月
七
日
本
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
事
、
今
思
い
返
せ
ば
こ
の
会
が
結

成
さ
れ
る
迄
先
人
達
の
思
案
と
苦
慮

の
結
集
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
古
殿

町
長
様
、
い
わ
き
市
長
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
古
殿
町
の
青
年
会

か
ら
は
奥
州
古
殿
流
鏑
馬
太
鼓
を
ご

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
殿

町
と
、
い
わ
き
市
内
の
企
業
様
よ
り

多
大
な
る
協
賛
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
二
〇
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
年
前
の
会
員
数
は
約
六
〇
〇

人
の
会
員
で
発
足
致
し
ま
し
た
が
、

時
の
流
れ
と
環
境
の
変
化
に
よ
る
戸

惑
い
を
受
け
止
め
る
時
と
考
え
ま

す
。
従
い
ま
し
て
平
成
二
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、

い
わ
き
古
殿
会
解
散
を
役
員
一
同
で

決
定
致
し
ま
し
た
事
を
ご
報
告
致
し

ま
す
。
現
在
人
数
は
少
な
い
で
す

が
、
今
ま
で
懇
親
会
で
築
い
た
絆
は

様
々
な
形
で
続
け
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
時
の
流
れ
と
節
目

�

い
わ
き
古
殿
会
会
長
　
長
久
保
　
豊
　

い
わ
き
古
殿
会
解
散
の
ご
あ
い
さ
つ

先生方によるハンドベルの演奏
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古小だより 冬場の体力づくり！ラン&ロープ

　12月20日㈬ 昼休み、体育館で児童会代表委員
会が企画したクリスマス集会が開催されました。
この集会はサンタとトナカイに扮した代表委員
の子どもたちが出題する○×クイズをみんなで
答え、楽しむイベントです。全校生が体育館に
集まりました。クイズは古殿小の身近な事柄か
ら出題され、正解発表の度に一喜一憂で大きな
盛り上がりを見せました。「チョー 楽しい！！」
は、１年の男子の言葉です。

　寒さが厳しくなり、北からの風は特に冷たく、身体を縮み込ませるのに十分です・・しかし、子ども
たちは負けません。業間の時間に校庭でのマラソン（持久走）、校舎まわりや体育館でのなわとびで十分
に身体を動かしています。例年だと11月中旬の持久走記録会が終わるとなわとび運動のみを行うように
なりますが、今年は走ることもしっかり続けています。10分程度の短い時間ですが、それぞれに全力で
取り組む子どもたちはうっすらと汗もかきます。もちろん３学期のなわとび記録会は大きな目標でもあ
り、その練習にしっかりと取り組んでいる子どもたち、学級も多いです。さすが、がんばる古小っ子で
す！

　この日は、読み聞かせの会「あのね」の
方々に２年生が「たぬきの孝行話」の紙芝居
を読み聞かせしてもらいました。いつの間に
かお話に入り込んで聞いている２年生の子ど
もたちの顔がとても印象的です。
　読書や読み聞かせは習慣化すると集中力が高まると言われています。読むこと聞くことで知識量が
増えると同時に読んだり、聞いたりする作業そのものが気持ちを落ち着かせ、そしてその集中を高め
るのです。さらにそれが朝に行われると効果的だと言われています。一日の始まりに集中を高めて、
生活をスタートさせることで、一日がよりよい活動につながっていくのでしょう。本校でも朝、読書
や読み聞かせを計画的に行っています。本や読み聞かせを身近に感じ、そのおもしろさがわかり、自
分から進んで読書をする子どもを育てていければ、と思います。

　12月19日㈫ ５人の学校評議員の皆さんをお迎え
し、今年度２回目の学校評議員会を開催しました。
まずはじめに２学期のこれまでの本校の教育活動
や学校生活について説明をし、その後評議員の皆
さんからご意見等をいただきながら懇談をいたし
ました。子ども同士のトラブルへの対応について
やこども園年長さんと１年生の交流について、保
護者の皆さんの要望について等々の内容で意見を
交わしました。学校にとって貴重な場であり、大
変有意義な懇談となりました。

朝の読書・読み聞かせで集中力アップ！

ご意見をいただきました　学校評議会

大盛り上がりのクリスマス集会 ! !
ご寄付ありがとうございます！
澤田  梅子  様

　今年度も給食時の台拭き雑巾として使うのに丁度いい柔らかさの手縫い雑
巾を100枚、松川字新桑原の澤田梅子様よりご寄付いただきました。子どもた
ちと共に大切に使わせていただきたいと思います。ありがとうございます。
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古中だより めざす生徒像　（知）自ら学ぶ生徒
　　　　　　　（徳）礼儀正しく思いやりのある生徒
　　　　　　　（体）心身ともに健康な生徒

********************************************************************

生徒会役員選挙 � *******************************************
　生徒会役員改選にともなう立会演説会及び投票が行われました。
立候補者や応援弁士の演説はどれも立派でした。在校生もしっか
り話を聞くことができていました。これも立派でした。今までの
伝統を守り、みんなで新たな伝統を築けるようこれからの活躍が
期待されます。がんばれ新生徒会役員！
【新生徒会役員のみなさん】
　会　長　大山　　碧さん（２年）
　副会長　坂本　　創さん（２年）
　庶　務　加藤　璃乃さん（２年）　矢内　里菜さん（２年）
　　　　　小濵　涼乃さん（２年）　野崎　未空さん（１年）
　　　　　大竹　圭太さん（１年）

清き一票！

ジェイミー先生　Welcome to furudono J.H.S.****************
　昨年の６月から、ＡＬＴとして本校
に勤務されていたサラ先生が、今回、
自身のキャリアのステップアップのた
め、東京へ引っ越しすることになりま
した。その為、ＡＬＴの仕事を続ける
ことができず、二学期一杯で勤務が終
了となりました。今までありがとうご
ざいました。サラ先生の後任として、ジェイミー先生が勤務されます。出身はアメリカ、ノースカ
ロライナ州です。以前、日本に住んでいたことがあり、日本語も少し分かります。とても気さくな
人柄の先生ですので、町内で出会ったら声をかけてください。

ジェイミー先生と
呼んでください。

受験本番　面接練習 � ******************************************
　高校などの受験に備え、３年生では面接指導が実施されてい
ます。それぞれの生徒が志望動機や様々な質問に対して、しっ
かりと自分の考えを述べることができています。言葉遣いや立
ち振る舞いは、普段の授業での受け答えや、学校生活で身につ
けてきた力が発揮されていると思います。体調管理に注意して、
希望する進路が実現できるようがんばってください。校長室での面接指導

人権作文コンクール******************************************
　法務省と全国人権擁護委員連合会が、日常の家庭生活や学校
生活等の中で得た体験に基づく作文を書くことをとおして、人
権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人
権感覚を身に付けることを目的として、昭和56年度から「全国
中学生人権作文コンテスト」を実施しています。町の人権擁護
委員の方をお迎えして、全国中学生人権作文コンテスト福島県
大会の表彰が校長室で行われました。
　【白河協議会奨励賞】　髙橋柚木乃さん（２年１組） 入賞、おめでとうございます。

【雑巾の寄贈】　�　松川字新桑原にお住まいの澤田梅子様より、手縫いの雑巾の寄贈がありました。
毎日の清掃は勿論のこと様々な場面で大切に使わせていただきます。ありがとう
ございました。

※�本物の投票箱をお借りして
選挙を実施しました。

サラ先生、東京でも
がんばってください！
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（平成30年２月号）

館報

furudono

第７１５号

≪３つの運動≫

1.　時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

編集　古殿町公民館
電　話　53－2305
ＦＡＸ　53－2500

　

12
月
10
日
、
古
殿
町
民
水
泳
プ
ー
ル
で
町

民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

か
ら
、
園
児
や
小
・
中
学
生
、
一
般
町
民
約

88
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
大

い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
間
に
は
、
い
わ
き
市
の
シ
ン
ク
ロ

チ
ー
ム
「
Ｆ
ｓ　

Ｌ
ａ　

Ｐ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
」
の

シ
ン
ク
ロ
公
演
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
演
技

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

１
．
小
学
１
年
男
子
石
拾
い
競
争

　
　

１
位　

矢
内
健
次
朗�

3
個 

　
　

小
学
1
年
女
子
石
拾
い
競
争

　
　

１
位　

野
崎　

那
奈　
　

�

9
個

　
　

２
位　

平
松　

穂
香　
　

�

7
個

　
　

小
学
２
年
男
子
石
拾
い
競
争

　
　

１
位　

佐
藤　

颯
亮　
　

�

7
個

　
　

２
位　

久
保
木
煌
桜　
　

�

6
個

　
　

３
位　

緑
川　

京
吾　
　

�

5
個

　
　

小
学
2
年
女
子
石
拾
い
競
走

　
　

1
位　

野
村　

榎
音　

�
 

17
個

　
　

2
位　

鈴
木　

蓮
音　
　

�

3
個

２
．
小
学
１
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

鈴
木　

謙
一　

�
39
秒
41

　
　

２
位　

緑
川　

遥
斗  �

43
秒
86

　
　
小
学
１
年
女
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

生
田
目
麻
央　

�

52
秒
24

　
　

２
位　

岡
部　
　

結�

1
分
25
秒
59

　
　

小
学
２
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

佐
藤　

颯
亮　

�

42
秒
96

　
　

小
学
３
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

青
柳　

陸
生　

�

33
秒
56

　
　

２
位　

緑
川　

陽
咲�

40
秒
73

　
　

小
学
３
年
女
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

菅
井　

乃
愛�

34
秒
73

　
　

２
位　

菅
井　

花
恋�

37
秒
41

　
　

３
位　

髙
木　

穂
乃�

38
秒
40

　
　

小
学
５
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

青
柳　

生
吹�

34
秒
47

　
　

２
位　

緑
川　

智
輝�

50
秒
03

　
　

小
学
６
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

緑
川　

旺
甫�

29
秒
62

３
．
小
学
１
年
男
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

芳
賀　

友
紀�

37
秒
54

　
　

２
位　

鈴
木　

謙
一�

37
秒
72

　
　

３
位　

緑
川　

遥
斗�

50
秒
28

　
　

小
学
１
年
女
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

水
野　
　

優�

36
秒
88

　
　

２
位　

野
崎　

那
奈�

37
秒
99

　
　

３
位　

生
田
目
麻
央�

39
秒
18

　
　

小
学
２
年
男
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

久
保
木
煌
桜�

31
秒
56

　
　

２
位　

緑
川　

京
吾  �

36
秒
06

　
　

３
位　

緑
川　

真
生　

�

42
秒
97

シンクロ演技披露

町民水泳大会第24回

ビート板競争

むかで競争

２月18日 ㈰
　プール職員研修のため
臨時休館いたします。
　皆様方のご理解とご協
力よろしくお願いいたし
ます。
� 町民プール所長

プール臨時休館の
お 知 ら せ
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小
学
２
年
女
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

野
村　

榎
音�

30
秒
09

　
　

２
位　

水
野　
　

麗�

32
秒
41

　
　

３
位　

鈴
木　

蓮
音�

40
秒
90

小
学
３
年
男
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

酒
井　

光
希�

25
秒
84

　
　

２
位　

佐
々
木
瑞
葵�

35
秒
42

　
　

３
位　

生
田
目
翔
太�

42
秒
11

小
学
３
年
女
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

渡
辺　

莉
瑚�
28
秒
80

　
　

２
位　

芳
賀　

美
紀�

33
秒
56

　
　

３
位　

緑
川　

友
唯�

35
秒
88

　
　

小
学
４
年
男
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

酒
井　

佑
真�

28
秒
52

　
　

２
位　

岡
部　

将
也�

34
秒
08

　
　４

．
小
学
２
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

水
野　

夏
希�

35
秒
47

　
　

小
学
３
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

青
柳　

陸
生�

28
秒
16

　
　

２
位　

酒
井　

光
希�

29
秒
87

　
　

３
位　

佐
々
木
瑞
葵�

33
秒
23

　
　

小
学
３
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

菅
井　

乃
愛�

49
秒
57

　
　

小
学
４
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

酒
井　

佑
真�

23
秒
42

　
　

２
位　

岡
部　

将
也�

38
秒
02

　
　

小
学
４
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

緑
川　

舞
花�

28
秒
92

　
　

２
位　

佐
藤　

徠
夢�

30
秒
35

　
　

３
位　

岡
部　

沙
耶�

32
秒
97

　
　

小
学
５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

佐
々
木
璃
玖�

19
秒
52

　
　

２
位　

生
田
目
皓
太�

19
秒
92

　
　

３
位　

佐
川　

雅
泉�

22
秒
94

　
　

小
学
６
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

緑
川　

旺
甫�

35
秒
25

　
　

中
学
１
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

水
野　

和
真�

17
秒
56

　
　

２
位　

矢
吹　

蒼
空�
19
秒
21

　
　

３
位　

瀬
谷　

光
瑠�
19
秒
95

　
　

中
学
２
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

佐
川　

颯
輝�

21
秒
80

　
　

２
位　

久
保
木
慧
寿�

25
秒
94

　
　５

．
小
学
５
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

生
田
目
皓
太�

46
秒
00

　
　

小
学
５
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

矢
吹　

彩
乃�

45
秒
38

　
　

２
位　

水
野　

沙
香�

1
分
06
秒
67

　
　

小
学
６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

　
　
　

１
位　

岡
部　

日
向�

52
秒
92

　
　

中
学
２
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

　
　
　

１
位　

根
本　
　

英�

40
秒
58

　
　
　

２
位　

橋
本　

滉
生�

45
秒
65

　
　
　

３
位　

佐
川　

光
汰�

46
秒
31

６
．
小
学
５
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

１
位　

佐
々
木
璃
玖�

30
秒
02

　
　
　

２
位　

佐
川　

雅
泉�

33
秒
89

　
　
　

３
位　

野
村　

思
温�

37
秒
44

　
　

小
学
６
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

１
位　

岡
部　

日
向�

33
秒
64

　
　

中
学
１
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

１
位　

我
妻　

圭
吾�

34
秒
62

　
　
　

２
位　

水
野　

正
現�

40
秒
77

　
　

一
般
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

１
位　

矢
内　

秀
忠�

29
秒
02

　
　
　

２
位　

緑
川　

昌
弘�

30
秒
07

７
．
一
般
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

１
位　

矢
内　

秀
忠�

1
分
02
秒
91

８
．
申
告
タ
イ
ム
ズ
バ
リ
当
て
25
ｍ�（
時
間
差
）

　
　

１
位　

岡
部　

将
也�

0
秒
40

　
　

２
位　

緑
川　

友
唯�

0
秒
88

　
　

３
位　

佐
々
木
瑞
葵�

1
秒
31

９
．
申
告
タ
イ
ム
ズ
バ
リ
当
て
50
ｍ�（
時
間
差
）

　
　

１
位　

矢
吹　

彩
乃�

0
秒
85

　
　

２
位　

佐
川　

雅
泉�

　

0
秒
94

　
　

３
位　

佐
々
木
璃
玖�

1
秒
41

10
．
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
ペ
ア
）
50
ｍ

　
　

１
位　

芳
賀　

正
和（
友
紀
）�

44
秒
54

　
　

２
位　

矢
内　

義
雄（
健
次
郎
）�

49
秒
06

　
　

３
位　

緑
川　

昌
弘（
陽
心
）�

50
秒
36

白熱したリレー

親子でチャレンジ

大人も頑張りました！
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『
限
界
』
を
超
え
ろ
！

�

古
殿
中
学
校　

２
年
２
組　
　

�

小　
濵　
涼　
乃

　
「
も
う
無
理
、
限
界
。」
皆
さ
ん
は
、
何
か
を

投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
時
、
何
か
か
ら
逃
げ
出

し
た
く
な
っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
口
に

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、
朝
起
き
ら
れ

な
い
時
、
ご
飯
を
全
部
食
べ
ら
れ
な
い
時
、
宿

題
が
終
わ
り
そ
う
に
な
い
時
、
眠
く
て
眠
く
て

集
中
で
き
な
い
時
な
ど
に
、
こ
の
言
葉
を
無

意
識
の
う
ち
に
、
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
最
近
、
忙
し
く
て
も
辛
く
て
も
、

「
よ
し
、
頑
張
ろ
う
！
こ
こ
か
ら
が
勝
負
だ
。」

と
、
少
し
だ
け
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
母
と
の
会
話

で
し
た
。

　

あ
る
日
、
宿
題
に
取
り
か
か
る
の
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
、
今
日
は
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ

ら
な
い
か
も
と
い
う
時
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間

は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
眠
く
な
る
し

心
は
あ
せ
り
ま
す
が
、
全
然
進
み
ま
せ
ん
。
中

に
難
し
そ
う
な
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
ぶ
つ

か
っ
た
私
は
、
思
わ
ず
「
あ
ー
、
分
か
ん
な

い
。
も
う
無
理
！
」
と
言
っ
て
、
ご
ろ
ん
と
勢

い
よ
く
横
に
寝
転
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
を
見
て
い
た
母
は
、「
あ
の
さ
。
最
初

か
ら
無
理
っ
て
い
う
け
ど
、
難
し
い
っ
て
決
め

つ
け
て
い
る
か
ら
そ
う
感
じ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
み
た
の
？
自
分
で
限
界
を

作
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
よ
。」
と
、

あ
き
れ
た
よ
う
に
言
う
の
で
す
。
母
の
言
い
方

は
特
に
き
つ
い
言
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
自
分
で
限
界
を
作
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉

が
、
こ
の
時
の
私
の
心
に
強
く
引
っ
掛
か
り
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
最
近
、
自
分
に
は
何
か
が

足
り
な
い
な
あ
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の

母
の
言
葉
は
余
計
に
心
に
響
き
ま
し
た
。

　
『
限
界
』
っ
て
何
だ
ろ
う
。
今
ま
で
簡
単
に

口
に
し
て
い
た
け
れ
ど
、
よ
く
考
え
て
み
る
と

確
か
に
「
も
う
こ
れ
以
上
は
出
来
な
い
。」
と
、

自
分
の
や
る
気
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て
し
ま
う

言
葉
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
大
会
で
接
戦
に
な
っ
た
時
に
感
じ
た
こ

と
は
、
強
い
チ
ー
ム
ほ
ど
、
疲
れ
の
出
る
後
半

か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
点
差
を
争
う
よ
う
な
緊
迫
し
た
試
合
に

な
る
と
、
な
お
さ
ら
精
神
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
か
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
苦
し
く
な
っ
て

「
も
う
ダ
メ
、
限
界
。」
と
思
っ
て
走
る
の
を
や

め
た
ら
、
負
け
て
し
ま
う
の
で
す
。「
も
う
ダ

メ
」「
も
う
無
理
」
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
相
手

チ
ー
ム
に
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私

自
身
、
何
度
も
そ
う
や
っ
て
自
分
の
心
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
勝
つ
た
め
に
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
踏
ん

張
る
力
が
必
要
な
ん
だ
な
あ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

人
間
は
、
自
分
の
力
を
十
分
に
出
し
切
っ
た

と
思
っ
た
時
で
も
、
ま
だ
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

力
し
か
引
き
出
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
残

り
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
限
界
を
感
じ
た
後

の
力
だ
と
し
た
ら
、「
も
う
ダ
メ
」
と
思
っ
た

後
で
も
、
自
分
の
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
は
、

ま
だ
ま
だ
力
が
発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
も
う
ダ
メ
」
と
思
っ
て

す
ぐ
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
と
、
そ
こ
か
ら
頑

張
る
人
で
は
勝
敗
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　
『
限
界
』
は
誰
が
作
る
の
で
し
ょ
う
。
母
に

言
わ
れ
た
言
葉
。「
自
分
で
限
界
を
作
っ
て
い

る
」
と
い
う
そ
の
言
葉
が
私
を
大
き
く
変
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
で
は
駅
伝
の
練
習

で
辛
く
な
っ
た
時
、
何
か
し
て
い
て
苦
し
く

な
っ
た
時
で
も
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
ず
、
最
後

ま
で
粘
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
生
活
、
弱
い
自
分
と
の
戦
い
は
こ

第
２
回 

「
少
年
の
主
張
」大
会 

発
表
原
稿 

③

11
．
小
学
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

ゲ
ジ
ゲ
ジ
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

有
賀
花
梨
、
矢
吹
彩
乃
、
生
田
目
皓
太
、

佐
々
木
璃
玖
、
佐
川
雅
泉
〕�

48
秒
81

　
　

２
位　

チ
ー
ム
や
ぶ
さ
め
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

酒
井
佑
真
、
岡
部
将
也
、
緑
川
舞
花
、

緑
川
優
菜
、
水
野
沙
香
〕�

50
秒
17

　
　

３
位　

が
ん
ば
る
３
年
生
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

青
柳
陸
生
、
生
田
目
翔
太
、
高
木
穂
乃
、

菅
井
乃
愛
、
菅
井
花
恋
〕�

39
秒
70

　
　
中
学
男
子
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

古
中
野
球
部
Ａ
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

根
本　

英
、
矢
吹
元
輝
、
佐
川
光
汰
、

水
野
和
真
、
瀬
谷
光
瑠
〕�

38
秒
26

　
　

２
位　

古
中
野
球
部
Ｂ
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

本
郷
一
輝
、
久
保
木
慧
寿
、
水
野
正
現
、

矢
吹
蒼
空
、
我
妻
圭
吾
〕�

42
秒
45

　
　
中
学
女
子
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

ソ
フ
ト
部
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

坂
本
和
霞
、
橋
本
愛
未
、
小
平
瑠
依
、

佐
藤
晶
奈
、
藁
谷
若
栄
〕　 �

41
秒
96

　
　

２
位　
Ｊ
Ｓ
Ｂ　

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
♡
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

矢
内
里
奈
、
佐
川
玲
奈
、
加
藤
璃
乃
、

水
野
由
唯
、
藁
谷
彩
香
〕�

42
秒
22

　
　
一
般
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

お
杉
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム(

プ
ー
ル
大
学)

　
　
〔�

緑
川
昌
弘
、
白
石
真
嗣
、
横
田
愛
子
、

斉
藤
セ
キ
子
、
松
本
美
智
子
〕�

40
秒
91

　
　

２
位　
山
ゆ
り
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム(

プ
ー
ル
大
学)

　
　
〔�

芳
賀
正
和
、
鈴
木
完
治
、
松
田
弘
子
、

小
澤
英
子
、
西
丸
リ
キ
〕�

43
秒
30

12
．
小
学
団
体
競
技　
100
ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位　

目
指
せ
ト
ッ
プ
（
古
殿
小
）　

　
　
〔�

有
賀
花
梨
、
矢
吹
彩
乃
、
生
田
目
皓
太
、

佐
々
木
璃
玖
〕�

1
分
20
秒
87

　
　

２
位　
Ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ（
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
）（
古
殿
小
）

　
　
〔�

佐
川
一
徳
、
緑
川
優
菜
、
野
村
思
温
、

佐
川
雅
泉
〕�
1
分
34
秒
21

　
　

３
位　

限
界
×
突
破
（
古
殿
小
）　　

　
　
〔�

渡
辺
莉
瑚
、
佐
々
木
瑞
葵
、
酒
井
光
希
、

青
柳
陸
生
〕�

2
分
03
秒
86

　
　

中
学
団
体
競
技　
100
ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位　

古
中
野
球
部
Ｂ
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

佐
川
颯
輝
、
我
妻
圭
吾
、
根
本　

英
、

佐
川
光
汰
〕　�

1
分
20
秒
67

　
　

２
位　

古
中
野
球
部
Ａ
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

瀬
谷
光
瑠
、
水
野
正
現
、
水
野
和
真
、

橋
本
滉
生
〕�

1
分
21
秒
03
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（
14
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

れ
か
ら
も
永
遠
に
続
き
ま
す
。
勉
強
に
部
活

動
に
、
そ
し
て
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
走
り
続
け
る
私
。
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん

壁
に
ぶ
つ
か
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
苦

し
く
て
あ
き
ら
め
、
立
ち
止
ま
り
そ
う
に
な

る
自
分
に
言
い
た
い
で
す
。「
限
界
を
超
え

ろ
！
」
と
。

「
三
年
間
の
軌
跡
」

�

古
殿
中
学
校　

３
年
２
組　
　

�

芳　
賀　
由
里
花

　

三
年
間
続
け
て
き
た
部
活
動
、
そ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
場
が
、
六
月
に
行
わ
れ

た
中
体
連
県
南
大
会
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

今
年
、
私
た
ち
は
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
県
南
大
会
を
最
後
に
部
活
動
を

引
退
し
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
今
改
め
て
、
こ
の
三
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し

か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
部
活
動
を

と
お
し
て
様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
時
に
は
、
初
め
て
の
経
験
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
先
輩
を

頼
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
先
輩
も
先

生
方
も
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

と
て
も
充
実
し
た
練
習
が
で
き
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
で
活
躍
す
る
先
輩
方

を
見
て
、
自
分
も
先
輩
の
よ
う
な
選
手
に
な

り
た
い
と
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
、
そ
ん
な
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩

方
も
中
体
連
で
は
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
最
後
の
試
合
で
涙
を
流
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ

の
涙
を
見
て
、
私
は
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩

の
分
ま
で
、
頑
張
っ
て
必
ず
県
大
会
に
出
場

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
年
生
に
進
級
す
る
と
、
私
た
ち
に
初
め

て
後
輩
が
出
来
ま
し
た
。
ど
う
指
導
し
て
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
私
た
ち
と
違
っ
て
三
年

生
の
先
輩
方
は
、
一
年
生
を
上
手
に
リ
ー
ド

し
て
い
て
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
先
輩
と

し
て
の
あ
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
三
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
中
体
連

県
南
大
会
。
私
は
、
団
体
戦
の
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
去
年
の
決

意
を
胸
に
、
私
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
生
懸

命
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

実
際
の
試
合
と
は
、
ど
の
試
合
も
、
緊
張

感
が
あ
り
、
簡
単
に
勝
て
る
試
合
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
チ
ー
ム
が
一
丸

と
な
っ
て
、
優
勝
出
来
た
と
き
の
喜
び
は
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
目
標
に
し
て
い
た
県
大
会
出
場
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
県
大
会
で
三
位
と
な
り
、
東

北
大
会
出
場
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
、
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
自
身
は
実
際
の
試
合
で
は
出
場

す
る
場
面
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
の

試
合
で
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
チ
ー
ム
に
と
っ

て
は
苦
し
い
試
合
の
連
続
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
粘
り
抜
く
先
輩

の
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も

必
死
で
応
援
し
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
チ
ー
ム

が
団
結
し
た
瞬
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
を
東
北
大
会
と
い
う
大
き
な
ス
テ
ー
ジ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
に
は
今
で

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
偉
大
な
先
輩
方
が
抜
け
、
自
分
達

が
三
年
生
と
な
り
、
部
活
を
引
っ
張
っ
て
い

く
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
三
年
生

は
、
男
女
合
わ
せ
て
五
人
と
い
う
少
な
い
メ

ン
バ
ー
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
輩
は

二
十
三
人
。
最
初
は
ま
と
め
る
こ
と
が
大
変

で
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
力
を
つ
け
て
き
た

二
年
生
が
、
私
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
徐
々
に
部
活
動
と
し

て
の
形
が
整
い
、
昨
年
度
の
東
北
大
会
に
続

こ
う
と
練
習
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
み
ん

な
で
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
し
た
日
々

が
本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
、
貴
重
な
時
間

だ
っ
た
と
今
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
の
よ
う
に
、

後
輩
を
う
ま
く
指
導
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
の
練
習
に
取
り
組
む
姿
や
プ
レ
ー
で
後

輩
を
引
っ
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
試
合
で
は
逆
に
後
輩
に
プ
レ
ー
で
は

助
け
て
も
ら
う
ば
か
り
で
、
先
輩
と
し
て
ふ

が
い
な
く
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。

　

最
後
の
中
体
連
で
も
、
中
体
連
独
特
の
緊

張
感
に
飲
ま
れ
、
納
得
の
い
く
試
合
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
、
相
手
に
挑
む
姿
だ
け
は
見
せ
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
行
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
県

大
会
。
次
の
世
代
は
き
っ
と
こ
の
悔
し
さ
を

は
ら
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
先
輩

と
し
て
何
も
残
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
三
年
間
の
部
活
動

は
確
実
に
私
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

慣
れ
な
い
部
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
頼

り
な
い
私
を
支
え
、
共
に
戦
っ
て
く
れ
た
、

後
輩
た
ち
、
こ
の
三
年
間
を
一
緒
に
歩
い
て

き
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
、
す
べ
て
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

「
経
験
値
」

�

古
殿
中
学
校　

３
年
１
組　
　

�

佐　
川　
由　
希

　
「
私
た
ち
、
頑
張
っ
た
よ
ね
。」
最
後
の
試

合
が
終
わ
っ
た
と
き
、
私
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
こ
う
言
葉
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
つ
の
間
に
か
、
自
然
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
私
は
バ
ス
ケ
部
を
引
退
し
ま

し
た
。
小
学
校
の
頃
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い

た
の
で
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
大

き
な
区
切
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
バ
ス
ケ
を
通

し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
、
そ
の
一
つ
一

つ
が
今
の
自
分
を
作
っ
て
く
れ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
、

ど
ち
ら
も
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
の
試
合
で
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
プ
レ
ー
が
全
く
出
来
ず
、
自
分
は
バ
ス
ケ

に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
だ

こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
練
習
し
て
き
た
こ
と
が
試
合
で
う
ま

く
活
か
さ
れ
た
時
の
達
成
感
は
な
ん
と
も
い

え
な
い
喜
び
で
し
た
。
そ
う
し
た
様
々
な
感

情
を
味
わ
い
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す

る
バ
ス
ケ
の
魅
力
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
い
つ

し
か
バ
ス
ケ
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
あ

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昨
年
の
新

人
戦
県
南
大
会
の
中
で
、
顧
問
の
先
生
に
言

わ
れ
た
言
葉
で
す
。

　

私
た
ち
バ
ス
ケ
部
は
自
分
達
の
下
の
学
年
、

現
在
の
二
年
生
が
ス
タ
メ
ン
と
し
て
試
合
に

出
る
こ
と
が
多
く
、
先
輩
で
あ
る
私
た
ち
五

人
が
そ
ろ
っ
て
コ
ー
ト
に
入
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

や
っ
と
巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
。
同
学
年
の

私
た
ち
五
人
で
出
た
試
合
で
、
私
は
思
う
よ

う
に
ボ
ー
ル
が
運
べ
ず
、
落
ち
込
み
か
け
て

い
た
そ
の
と
き
、
ベ
ン
チ
か
ら
飛
ん
で
き
た

先
生
の
言
葉
。「
お
ま
え
等
、
こ
の
五
人
で

コ
ー
ト
に
立
っ
て
い
る
意
味
が
わ
か
る
か
！
」

正
直
言
っ
て
、
言
わ
れ
た
そ
の
時
は
そ
の
言

葉
の
本
当
の
意
味
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
単
に
ズ
ル
ズ
ル
と
相
手
の
ペ
ー
ス
に

は
ま
っ
て
い
く
私
た
ち
五
人
へ
の
喝
と
し
か

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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惑
い
つ
つ
五
年
日
誌
を
購
入
す

　
彼
の
地
へ
の
旅
ゆ
る
り
と
行
か
ん

�

矢
　
吹
　
和
　
子

奥
ゆ
か
し
書
に
魅
了
さ
れ

　
立
ち
つ
く
す
一
幅
の
書
に
こ
め
し
魂

�

鎌
　
田
　
佳
　
子

大
ら
か
に
優
し
く
人
の
世
を
い
き
て

　
癌
に
逝
き
に
し
母
を
偲
び
ぬ

�

我
　
妻
　
慶
　
子

手
の
ひ
ら
で
檜
の
枯
葉
集
め
て
は

　
ぬ
く
も
り
お
り
ぬ
冬
の
一
日
を

�

佐
　
川
　
静
　
子

収
穫
の
済
み
し
峡
の
田
の
藁
ぼ
っ
ち

　
小
さ
く
立
て
ら
れ
日
向
ぼ
っ
こ

�

芳
　
賀
　
千
代
子

激
寒
の
初
冬
の
野
辺
に
落
葉
散
る

　
ひ
き
こ
ま
れ
る
如
く
逝
く
人
多
し

�

遠
　
藤
　
ヨ
シ
イ

歌
友
会
例
会
作
品

文芸

�

～
十
二
月
例
会
～

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ジ
キ
ル
＆
ハ
イ
ド
」

　

け
れ
ど
、
や
が
て
こ
の
言
葉
の
本
当
の
意

味
、
先
輩
と
し
て
の
自
分
た
ち
の
あ
り
方
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
悩
み
考

え
、
出
し
た
答
え
が
、
先
輩
と
し
て
ど
ん
な
時

で
も
必
死
に
ボ
ー
ル
に
く
ら
い
つ
い
て
い
く
姿

を
後
輩
に
見
せ
る
こ
と
で
し
た
。

　

正
直
に
言
っ
て
技
術
で
は
後
輩
の
方
が
上
で

す
。
試
合
で
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
る
の
は
後

輩
達
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
せ
め
て
部
活
に

取
り
組
む
姿
勢
だ
け
は
、
先
輩
と
し
て
負
け
た

く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
私
は
誰
よ
り
も
早
く
部
活
に
行
く
こ
と
、

準
備
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
の
中
体
連
に
向
け
、
個
人
と
し
て

は
後
悔
を
残
さ
な
い
よ
う
に
日
々
努
力
す
る
こ

と
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
県
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
中
体
連
。
地
区
大
会
を
順

当
に
勝
ち
進
み
、
迎
え
た
県
大
会
。
私
は
初
め

て
、
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
試
合
に
出
場

し
ま
し
た
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
報

わ
れ
た
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
初
戦
、
私
た

ち
は
好
調
な
滑
り
出
し
で
、
点
差
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
、
勝
利
が
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
き
た
、

第
四
ク
オ
ー
タ
ー
終
盤
。
先
生
が
立
ち
上
が
り

告
げ
た
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
私
た
ち
三
年
生

五
人
が
全
員
で
コ
ー
ト
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　

た
ぶ
ん
五
人
全
員
で
コ
ー
ト
に
立
つ
の
は
こ

れ
が
最
後
の
試
合
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
私

は
、
あ
の
時
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま
し

た
。
と
、
同
時
に
何
か
熱
い
も
の
が
胸
の
中
に

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
全
力
。
と
に
か
く
全

力
。
一
本
で
も
多
く
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。
こ

の
五
人
で
つ
な
い
だ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
こ

と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
集
中
し
て
。

　

私
た
ち
三
年
生
は
い
つ
も
五
人
仲
良
し
と
言

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
満
や
衝

突
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
の
コ
ー
ト
の

中
で
私
た
ち
の
気
持
ち
は
一
つ
で
し
た
。
全
力

で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
、
仲
間
を
信
じ
、
み
ん
な

で
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
た
だ
た
だ
、
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
す
こ
と
。
あ
の
時
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
県
大
会
最
後
と
な
っ
た
試
合
。
わ

ず
か
な
差
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
目
標
と
し

て
い
た
県
大
会
優
勝
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
悔
し
さ
や
、
こ
こ
で
負
け
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
コ
ー
ト
を
出
る
時
、
私
の
口
か
ら
出
た

言
葉
は
、「
私
た
ち
、
頑
張
っ
た
よ
ね
。」
こ
れ

ま
で
の
様
々
な
こ
と
が
一
気
に
思
い
出
さ
れ
、

涙
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
輩
の
方
が
う
ま
く
て
、
私
な
ん
か
必
要
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
悩
ん
だ
日
々
。
仲
間
と
意

見
が
合
わ
ず
、
バ
ス
ケ
部
を
や
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
。
そ
れ
で
も
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
今
日

ま
で
こ
の
仲
間
と
部
活
を
続
け
て
き
て
良
か
っ

た
。
や
り
切
っ
た
と
い
う
気
持
ち
か
ら
出
た
言

葉
で
し
た
。

　

私
の
人
生
の
中
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
て
き

た
時
間
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は
た
く
さ
ん
の
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
経
験
は
自
信
に
な

る
。」、「
経
験
は
頼
り
に
な
る
。」
か
ら
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
し
て
経
験
し
て
き
た

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
に
必
ず
役
立

つ
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
も
バ
ス
ケ
を
続
け
る
か
は
ま
だ
決
め

か
ね
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
し
て
、

辛
い
経
験
で
も
必
ず
乗
り
越
え
た
先
に
道
が
あ

る
こ
と
を
、
そ
し
て
苦
し
い
こ
と
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。「
経
験
は
役
に
立
つ
」

　

三
年
間
、
充
実
し
た
時
間
を
与
え
て
く
れ
た

仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。

��

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

文
化
芸
術
鑑
賞

参加者募集

石
丸 

幹
二
・
笹
本 

玲
奈
・
宮
澤 

エ
マ　
他

手
に
す
る
の
は
、
愛
か
破
滅
か

新
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
衝
撃
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

◆
日　
　
時　
　

平
成
30
年
３
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

朝
７
時
出
発

　
　
　
　
　
　
　

夜
20
時
頃
帰
着
予
定

◆
場　
　
所　
　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
中
央
区
）

◆
対　
　
象　
　

町
内
成
人　

先
着
18
人

◆
参
加
費　
　

９
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

※
チ
ケ
ッ
ト
代
（
Ａ
席
）

　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食
代
別

◆
申
込
期
間　
　

�

２
月
１
日
㈭
午
前
９
時
～

２
月
８
日
㈭
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

�

18
人
の
申
込
に
て
締
め
切

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

参
加
費
は
申
込
期
間
内
に

公
民
館
に
持
参
下
さ
い
。

◆
申
込
先　
　

古
殿
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
３

－

２
３
０
５
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【開館時間】 ８：30～ 17：15　　【休館日】 土・日・祝日
 ※本を借りる時は５冊まで、２週間以内に返却してください。

古殿町図書館　新着図書案内古殿町図書館　新着図書案内

図　書　名 著　者　名

はだれ雪 葉　室　　　麟

狐蓬のひと 葉　室　　　麟

ターゲットゴディバはなぜ売り上
２倍を５年間で達成したのか？ ジェローム・シュシャン

ぼくが見てきた戦争と平和 長　倉　洋　海

タイムボックス アンドリ・Ｓ．マグナソン

たゆたえども沈まず 原　田　マ　ハ

今日からできる飾り寿司レシピ こ　ま　ゆ

季節のフルーツを楽しむ
ラメゾンのタルト ラ・メゾン

和食のきほん完全レシピ 野　崎　洋　光

はじめて作る和菓子のいろは 宇佐美　桂　子

賛否両論のおせちとごちそう 笠　原　将　弘

はたらく 長　倉　洋　海

極うま減塩レッスン 奥　薗　壽　子

駅伝王者青学　光と影 佐　藤　　　俊

自分でできる！筋膜リリース
パーフェクトガイド 竹　井　　　仁

もったいないばあさんの知恵袋 真　珠　まりこ

道具なしで始められる
かわいい和菓子 ユ イ ミ コ

図　書　名 著　者　名

円山応挙 金　子　信　久

若沖百図 小　林　　　忠

シニアの簡単１人分ごはん ＮＨＫ出版

図解　なんかへんな生き物 ぬまがさワタリ

憲法くん 松　元　美　穂

あかり 林　　　木　林

おもいで星がかがやくとき 刀　根　里　衣

どうぶつピラミッド クレア・デュドネ

おおきいサンタとちいさいサンタ 谷　口　智　則

おうさまのたからもの ト　ロ　ル

芭蕉さん 松　尾　芭　蕉

おしりたんてい ト　ロ　ル

人生と仕事について
知っておいてほしいこと 松　下　幸之助

古殿町図書館からのお知らせ！
　古殿町図書館では、下記の日程により図書の特別整理を行うため休館とな
ります。利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願い
いたします。

※期間中、本を借りることはできませんのでご注意ください。
期　間：平成 30 年２月 19日㈪～ 23日㈮
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「
コ
コ
ア
」
で
す
。

よ
ろ
し
く
ね
！

ひろばは皆さんが参加するページです お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや趣味
など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

「
ア
ス
ラ
ン
」
で
す
。

よ
ろ
し
く
ね
！

ひろばは皆さんが参加するページです

①お子さんはどんな遊びが好きですか？
②お子さんの好きな食べ物は何ですか？
③虫歯にならないように心がけたことは何ですか？
④お子さんに何かひとことお願いします！！

３歳児健診で、 むし歯のない子が表彰されました。

溝井　玲
れ
菜
な
ちゃん

（保護者：ひとみさん）
鎌田字発木内

①�ままごと、お店屋さんごっこ、三輪車、しゃぼん玉

②�ごはん、果物、ヨーグルト、ケーキ

③�毎日の歯みがき（仕上げをしっかりやる）

④�これからも元気いっぱいすくすくと育ってね
　�優しいれなちゃんが大好きです♡

豚ロール白菜のしょうがあんかけ
一人分の栄養価…96kcal	 たんぱく質 9.6g
	 カルシウム 34ｍ g　食塩相当量 0.9g

作　り　方

今月の献立

＊�白菜は、大根に並び冬の健康維持にかかせない食材として「養生三宝」
と呼ばれる野菜の一つです。胃などの消化器系を安定させてくれる食
材とされています。ビタミンＣが豊富ですが、発がん性物質の吸収と
蓄積を防ぐ働きや、体内の代謝や有害物質を分解する酵素成分の必須
ミネラル「モリブデン」と体内の余分な塩分を排出して血圧を正常化
する効果のある「カリウム」が含まれています。
� （特別養護老人ホーム　ふるどの荘　管理栄養士　近内　由香さん）

❶�白菜は、たっぷりのお湯（分量外）で柔らかく茄でて
おきます。茄で上がったら冷水にさらしておきます。
❷�人参は、半月切りにする（または好みの形、大きさに
切る）
❸�白菜に肉をきっちり巻き、鍋にきっちり並べます。人
参も入れて隙間を埋めます。
❹�❸の鍋にかぶる位の水を入れて、火にかけます。沸騰
したら弱火にして、ほんだしを入れます。
❺�アクを取り除き、塩を入れます。人参が柔らかくなっ
たら、火を止めます。
❻�別の鍋に❺の煮汁を入れて、しょうがあんのB1の材
料を入れ混ぜ煮立たせます。
　‌�次にB2の水溶き片栗粉を入れてトロミをつけ、おろ
し生姜を混ぜ、風味を損なわない様、すぐに火から降
ろします。

❼‌�❺の豚肉の白菜巻きと人参煮を器に盛り付けて、❻の
しょうがあんをかけます。

材　料（４人分）

・豚肩ロース　薄切り� ����40g
・白菜� ���������60～80g
・人参� �����������20g
・水� ������ 適量（かぶる位）
・ほんだし� �������� 0.5g
・塩� ����������� 0.3g
　＜しょうがあん＞
　　・煮汁� ���� 適量（お好み）
　　・ほんだし� ������ 0.5g
B1  ・酒� ��������� 3.0g
　　・みりん� ������� 3.0g
　　・水� ��������� 適量

B2  ・片栗粉� ������� 3.0ｇ
　　・生姜（おろし）��1.0～3.0g（お好み）



広 報　　　　　　2018. ２. １17

地　区　名 燃えるごみ

全　　　地　　　区 毎週火・金曜日

地　区　名 資源ごみ 燃えないごみ
Ａ
地
区
　仙石、鎌田、田口、竹貫、
　上松川、下松川

１日㈭　
15日㈭　

８日㈭　
22日㈭　

Ｂ
地
区
　下山上、上山上、論田、
　大久田

８日㈭　
22日㈭　

１日㈭　
15日㈭　

こども園クリスマス会（12 月 20 日）

日
SUN

　月　
ｍon

火
tue

水
wed

木
thu

金
fri

土
sat

28 29 30 31 １ ２ ３
いきいきくらぶ
（10:00 ～）
…健康管理センター

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
元気はつらつ教室
（13:00 ～）
…健康管理センター

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

すくすく教室
（10:00 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター
３カ月児健診・脱臼検診
（13:00 ～）
…石川町保健センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

11 12 13 14 15 16 17
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

離乳食教室
（9:30 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

18 19 20 21 22 23 24
○医 角田内科医院
　（浅川町）
☎ 36-2067

母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
元気はつらつ教室
（13:00 ～）
…健康管理センター

乳児相談（午前）
（5カ月児・10カ月児）
こども歯科クリニック
（午後）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

25 26 27 28
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
１歳６ヵ月児・３歳児健診
（13:00 ～）
…健康管理センター
納税日　国民健康保険税（８期 )
　　　　固定資産税（４期）

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

母親教室
（9:30 ～）
…健康管理センター

２月 くらしのカレンダー

※○医 は休日当番医です。掲載を希望される行事がありましたらご連絡ください。
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確
定
申
告
は
自
宅
で
い
つ
で
も
作
成

で
き
る
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

が
便
利
で
す
。

くらしに役立つ
情　　報

� Information

町 の 人 口

住民基本台帳人口
12 月 31 日現在

役場の電話番号
0247－53－3111（代表）

　ＦＡＸ� ５３－３１５４
　ＦＡＸ� 5 ３－４５１１
　ホームページ
　http://www.town.furudono.fukushima.jp/
　Ｅメール
　info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課� ５３－４６１１
●地域整備課� ５３－４６１２
　　　〃　　� ５３－４６１５
●産業振興課� ５３－４６１３
　　　〃� ５３－４６２０
●農業委員会� ５３－４６１４
●生活福祉課� ５３－４６１６
●住民税務課� ５３－４６１７
　　　〃� ５３－４６１８
●出　納　室� ５３－４６１９
●議会事務局� ５３－４６２１
●教育委員会� ５３－３６５５
●公　民　館� ５３－２３０５
●ふるどのこども園� ５７－５７３６
●健康管理センター� ５３－４０３８

いきいき遊里工房� ５３－２３１３

おふくろの駅� ５３－４０７０

ふるどの荘� ３２－１１８０

社会福祉協議会� ５３－４３９４

古殿小学校� ５３－２０４９

古殿中学校� ５３－３１３５

お
知
ら
せ

世帯数 1,774 世帯（－６）

人　口 5,419 人　（－17）

男 2,661 人　（－７）

女 2,758 人　（－10）

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
か
、

書
面
印
刷
し
郵
送
で
提
出
す
れ
ば

税
務
署
会
場
の
混
雑
と
も
無
縁
で

す
。

※�

郵
送
の
場
合
、
申
告
書
等
の
控

え
と
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
す
れ
ば
、
収
受
印

を
押
印
し
た
控
え
を
返
送
い
た

し
ま
す
。

○
「�
須
賀
川
税
務
署
の
平
成
29
年

分
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書

作
成
会
場
は
2
月
16
日
㈮
ス

タ
ー
ト
で
す
。」

開
設
期
間

　

2
月
16
日
㈮
～
3
月
15
日
㈭

　

※
土
日
を
除
く

開
設
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所

　

須
賀
川
市
産
業
会
館

※�

開
設
時
間
内
に
申
告
書
を
作
成

で
き
る
よ
う
、
午
後
３
時
前
の

ご
来
場
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※�

税
務
署
庁
舎
で
は
確
定
申
告
書

作
成
会
場
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

〇�

確
定
申
告
書
の
提
出
に
当
た
っ

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

と
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド+

免
許
証
等
）
の
提
示
又

は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
「�

納
税
は
口
座
振
替
、
還
付
金

の
受
取
り
は
口
座
振
込
で
。」

　
・
所
得
税
納
期
限

　
　
　

3
月
15
日
㈭

　
　

振
替
日
は
4
月
20
日
㈮

　

・
個
人
の
消
費
税
納
期
限

　
　
　

4
月
2
日
㈪

　
　

振
替
日
は
4
月
25
日
㈬

　

※�

振
替
納
税
を
希
望
す
る
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
税
務
署

に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

※�

還
付
金
受
取
口
座
は
本
人
名

義
に
限
り
ま
す
。

問
須
賀
川
税
務
署

☎
０
２
４
８

－

７
５

－

２
１
９
４

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金

の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応

じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
秘

密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13

－

２

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　
理
財
課

受
付
時
間
等　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時

　

13
時
～
16
時
30
分

☎
０
２
４

－

５
３
３

－

０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
談
窓
口
専
用
）

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓
口

や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に

行
う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局　
福
島
運
輸
支
局

　

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
５
４

　

登
録
・
検
査
関
係

　

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
５

多
重
債
務・
貸
金
業
に

�

関
す
る
相
談
窓
口

自
動
車
の
登
録・
検
査
の

�

手
続
き
は
お
早
め
に
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　　　　氏　　名　　　　　　　住　　所　

いつまでもお幸せに

新郎　生田目奨太さん　　田口字西入山
新婦　添田　真弥さん　　石 　 川 　 町（

鈴
すず
木
き
　太

たいよう
陽くん

　　山上字宮前　　
（清彦さん、恵さん）

矢
や
吹
ぶき
　恵

けい
大
た
くん

　　松川字荷市場　　
（正弘さん、綾子さん）

おくやみ申し上げます

氏名・住所・保護者

こんにちは赤ちゃん

12 月届出分

氏　　名 年齢 住　　所
川カネ子さん 82 田 口 字 青 柳
川　トミさん 101 田 口 字 青 柳
遠藤　紀子さん 78 松 川 字 横 川
芳賀　　榮さん 69 大久田字下大久田
髙久　政子さん 84 田 口 字 寺 前
我妻　リイさん 90 松 川 字 前 木
長久保イシさん 79 松 川 字 横 川
鈴木　チエさん 91 松 川 字 西 渡
矢内　榮一さん 87 鎌 田 字 明 内
渡邉シク子さん 81 山上字松久保
水野　フミさん 86 大久田字下大久田
鈴木　政雄さん 90 松 川 字 水 沼
鈴木　テルさん 88 松 川 字 寺 作
大平マツエさん 84 仙 石 字 清 水
野㟢　保信さん 63 田 口 字 松 森
奥山　榮作さん 89 松 川 字 陣 場
岡部　光尚さん 86 鎌田字長光地
水野　久二さん 88 大久田字ヲテマ

新郎　佐河　好則さん　　松川字小名沢
新婦　須藤真衣子さん　　白 　 河 　 市（

町税等の納入は、
口座振替が大変便利です
　口座振替は、自動的にあなたの預貯金口座から
振り替えて納めることができる便利な制度です。手
続きは簡単で、一度申込みをすると翌年度以降も
継続されます。納付には、安心・確実・便利な口
座振替をぜひご利用ください。
　ご希望の方は、役場住民税務課または町内金融
機関にある申請用紙に必要事項を記入の上、通帳
印を押印して希望の金融機関へお申込みください。

　なお、口座振替の可能な金融機関は次のとおり
です。

●大東銀行古殿支店・石川支店

●須賀川信用金庫古殿支店・石川支店・本店

●夢みなみ農協全支店・本店

●�古殿郵便局ほか東北６県内のゆうちょ銀行及
び郵便局

●東邦銀行石川支店

●東北労働金庫石川支店

　また、町税以外にも次の使用料等が口座振替で
きます。

●後期高齢者医療保険料　●介護保険料

●学校・こども園給食費　●保育料

●住宅使用料　●水道料

●農業集落排水使用料

●児童クラブ利用負担金

安心…��納入のために現金を持ち歩く必要が
ありません。

確実…うっかり納め忘れる心配がありません。

便利…�納期のたびに、金融機関等にお出か
けになる手間が省けます。
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古 殿 町 成 人 式　（１月７日）


